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ラベル印刷のあれこれ ( 2)

後 藤 光 男

H

活字・ 付属器具が描つたから、いよいよ印刷にかかろう。まず版組みであるo横組みである
から、活字は右から左へl つ1 つ並べてゆく。デー ター ラペルを組む場合、上から組むか下か

ら組むか人によって速うが、下から組む方が何かと便利であるo 下から組む場合は活字バサミ

を手前・ 右に傾けて、下から演むように組んでゆく。例えば大阪府高師の浜、昭和44 年10
月1 日、後藤光男採集のデー ター ラペルを組む場合にローマ字機りでは、Osaka P「 e f・

Tak ash i nohama , 1. X. 1969 ,  Mi t suo Got o  となるから、私はすべて頭を揃

えて下から M i t s u o Goto , その上に 1. X. l 969 , 3段目に Osa ka P「 of.

最上段に T ak as h i n oh ama と組み、空自の部分はその都度スペース ( コミ ) で埋めて

ゆく。私は前もって活字を組む部分 を除いて他は大形のスペースで理めてあるから、版組は最

小の面積ですむ。大形のスペースは活字バサ、の巾一杯で長さの
' ' ' ?等板切れで作

っておくと便利であるo

版組みが終れば自分の好みに組めているか、 誤植がないかを見直す必要があるo 活字を拾い

終った段階で必ず校正すべきである。刷上って誤植に気付くのは拾い違いでなく前の版を崩し
てケースに納める時に入れ違えるためおこることが多いo
活字バサミのネジを締めると版組は完了であるが・ ラベル印刷でもっとも重要な段階はこれ

からであるoすべての空間にスペースが l 分の'ei間なく差し込まれていて活字が完全に固定 さ

れておれば印刷に入れるが、そうでないと再び活字を拾い直すことになるo完全に同定された
活字面だと紙面に美しいデー ター ラペルが捺されているが、不完全だと活字パサミを下向にし

たら紙面に活字が散らばってしまう。 これは活字が面定 されているように見えたが、ごく使か
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の空ll;1があったためであるo
欧文タイプライターで印書した場合、字の印書面は広い狭いの違いはあるが、活字の巾は同

一であるから、何段印書しても字数が各段同一なら巾の末端は一:致す る。タイプライター書体

とごく  -部を除いて他は前号のE項でのべたように長さは各ポイント同一であるが巾は違う。
例えば I ・ JはM ・ Wの ぐらいしか巾がなく、大小5 2 文字で同一巾の活字はこ' く使かであ

り、同一個数の緩りでもその巾はかなり違う。頭をt前えても緩りが違い必要個所にo ' 一を入

れスペースも差し込むから、各末端はかなり違うのが普通である.。 各末端の違いは必要スペー

スで埋めて揃えるのだが、 ごく値かの空問 を生じた場合は紙を代用する。 ご,It 薄い紙を差し込

んだために組版が完全に固定されて印刷に移れる場合が多く 「紙一重」 という言葉がもっとも

ピッタリくるo

印刷前での活字の落下を未然に防ぐには、版組があまり動かない程度にネジを締め、組版の

下部力f下 になるよう持替え、活字バサ、のニギリを手前下にして、活字パサミと机などの端と

平行させて軽くトントンと活字パサミを2 ・ 3 回端にあてると、活字の下部が揃い空間の有無

がlまつきりするo 空間があればスペースでもって埋め更にネジを締めて、活字面に手のヒラを
あてて静かに活字バサミを逆さにしてみる。 l 字でも抜けると l 段はおろか組版全部が抜ける

危険があるから、抜ける段の末端にスペースか紙を差し込んで固定し、これを線り返して活字

が全く抜けなくなれば組版は完全に固定されたから、更にネジを締める。 これでデー ター ラペ

ルの原版ができた訳である。

I '

つぎは印刷である。 ラベル印刷でよく質間を受けるのは活字はうまく組めているのに、どう

してもきれいに印刷できない点である。 これはローラーでインクをガラス板かゴム板にのばし.
活字面にインクをつけるのがこのガラス板かゴム板上である。 これでは美しく印刷できる訳が

なく、インクを少量ずつローラーでガラス板上に均等にのばし、順次操くしてゆくo均等にの
びたインクをローラーでもって活字面に転がしてつけるのがコツである。

自分では意識していなくても人それぞれクセがあって、右か左に又更に右さがりや iiさがり
に力が入るものであるo最初の l ・2 片を捺してみると、インクの具合と自分のクセが紙面に

はっきり出るから、この点に注意して捺してゆくと全面均等のきれいなラベルが印刷できる。

印刷は上から下に捺すよりも下から上に捺す方が捺し易くて頭も摘え易く、 -端が揃ってい

るから各片を切断するのに手間がかからないようである。
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J

枚数の多いデー ター ラペルを印刷するため何回もインクを補充しローラーでのばし続けると

次第にインクがねばってきてその上活字面の凹部にもガスがたまってくるから、ローラーのす

べりが鈍くなってきたら、ペンジンで活字面とガラス板を しなければならない。活字面は

古ブラシにベンジンを ませてこすればよく、 ガラス面はペンジン液をたらすとインクがiSけ

てしまうから'蘭単にl需除ができる。
ラベル印刷は活字・ インク・ ローラー・ ガラス板等すべて常に最良の状態でなければ、美し

いデー ター ラペルは印刷できないものである。

K

ラベル印刷を終った組版とガラス板はその都度ペンジンで洗い、活字は l つ l つ活字ヶー ス

の各コーナに戻しておいた方がよい。 インクの付着した活字をそのまま放っておくと、活字の

凹面にたまったインクガスが固まり、次から使用ができなくなる。

L

印刷は厚手の紙より薄手の紙の方が印刷し易いが、あまり薄い紙では針差しに困るから用紙

はある程度の厚みが必要である。 用紙は種類によって年月を経ると一様に茶色つほく日焼けす

るのがあるo特に模造紙はこの傾向が強いので出来るだけこれを避け. 焼けにくくてインクの

吸収力 の優れた用紙を使われるようおすすめしたい。

M

デー ター ラペルを出来るだけ小形にしたいなら縮版によるほかない。 これは必要地名のラベ

ルを印刷し ! 片一;つ必要なだけ紙に貼り合せ て原図とするか、タイプライターで美しく印書し

て第板か亜船板に結版するoかなり高価となるが写真植字・ オフセット印刷の工程を経ると、

非常に美しいデー ター ラペルができるo これだと写植の際レンズの操作で活字の巾か長さだけ

を結めることができるので、一般活字では見られない味のある特殊スタイルのデー ター ラペル

も可能であるo この他一限レフカメラで原図を接写でフィルムにとり引伸してもよい。 しかし

印画紙利用のラベルは余程定着を充分しておかないと、 年月が経つにしたがって茶色に変色し

てくるおそれがあるo 結版ラベルは好みに精尺できて、何地名分も一度に刷れる利点があるが、

原図の修正を慎重にしておかないと結版効果はあがらなし'o 又地名 の組合せ も充分検討してお
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かねば、 かえってその整理に手間がかかる ものであるo

N

以上のように者労して作った個性のあるデー ター ラペルを皆それぞれ標本に付しているが、

データ ー ラ ペルに Co l l . M. Go to となっていれば、ほとんどの人は後藤 採集とと

り、後藤光男コレクションであるととらないのが普通であるo しかし Col l .  は採集とも克

集とも2 つの意味にとれるから、採集ということをはっきりさせる意味からラテン語の L e -

g i t を略して Leg. M、  Go t o とか  M. Go t o  l eg としてよく使われているo ・ど

ちらかといえば、 x x x x l eg とした方がまき' らわしくなくてよいと思われるo自分の標
本を美しくするために、何でもかんでも自分の作ったデー ター ラペルに書きかえてしまう人も

あるが、意興・ 交換等で入手した標本は自分の規格に統一することなく、元のままのデー ター

ラペルを付けておくのが、提供者への礼像ではないだろうかo

0

志資昆虫普及杜の好意で同社のカタロー グにある昆虫用軽便印刷器のセットから手押器( 価

格380円) だけを購入した。これは前号で紹介した活字パサミの2 号と同一巾だが、長さが

半分しかなく、 7号( 5. 25 ポイント ) 活字の4段組用である。私は2 号に馴れているのか、

これではバランスがとりにくくて使いにくい。前から志資製で印刷している人は、 2 号では捺

すとき組版の位置の見当がっきにくく、中央に組版しているといわれるoいずれにしろ使う人
の好みと馴れの相違と思われ、どちらがよいともいい切れないo

p

採集場所や方法を標本に付けておきたい時に私は寄主( He S T ) ラベルに書きこんだり、

別に印刷して付けているが、必要の場合ラベルを見なければならないo最近では色物の 紙や

模造紙が豊富なので、 これを利用している。

例えば灯火飛来( 黄色) ・ トラップ( 茶色) ・ 水中( 水色) ・ 樹皮下( 黒色) とか出現月を

l 月( 自色) ・2 月( 黒色) ・3月( 茶色) ・4月( 淡緑色) ・5 月( 緑色) ・6月( 解色)
7月(淡青色) ・8月( 濃青色) ・9月(グレー) ・10月(オレンジ) ' l l 月( 黄色) ' l 2
月( 灰色) と決めておき、色紙の4角片( 5 x5 か5 X l 0耗程度) や丸型( 事務用パンチで
打ち抜く ) に形をかえて用いると便利である。赤色は腐肉採用や10月に適する色だが、タイ
プラベルと混同するので避けた方がよいo
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紙製集本補の作り方補構

後 藤 光 男

前号でレントゲンフィルムの空箱を使って、 インロー形標本箱の作り方について紹介したが、

ガラス蓋式についてはくわしく触れなかったoその后2 枚貼り合せの板紙を更に l 枚補い:; 枚

合せとして、ガラス董式も作ってみた。 3 枚の貼り合せはフィルムの内箱板紙( 感光防止用の

黒色紙、  1 M厚 ) を中にして、外箱板紙 (1.5一 を両方より貼り合せ 4M厚とした。 この厚

さだと重量感もあり、底をもっても底に敷いたポリェチレンフオームが圧せられず、標本も動

かない。 ガラス議式にするには次の2 方法がある。 ( 前号図面参照 )

l . 蓋・ 底板用のC板( 2 7. 0x l 8.con) の1 枚をガラス板にし、 A - B板の捕形枠組み
に直接接着するo に紙レザーを貼るとき、 ガラス板にかかる紙レザーの「tJを5 ~ l 0 Mに

一定すると、紙レザーで枠取りした義箱になるo 紙レザーを貼る前に接着部を強い紙で下張 り

しておくと、 一層強くなる。

2 . ・護 ・ 底板用のC板の l 枚は外側 I OMずつ残して内側を落してしまい、 A・ B板の捕形
枠組みに接着するo紙レザーは少しく巾広にして、 C板の方にはみ出る部分はC板の枠板の裏
まで巻き込む。 ガラス板は の裏側から、 C板と接する部分に接着剤を塗り接着するo 一昼

夜書館等で重しをかけると完全に接着する。

国国 [i重]  
Fa u na J apon i c a, Ca r ab i d ae - Trancat i pennes Gr oup

土 生 :ll,9 申 著

XIV十338pp ,  527 t e x t f lg. , 2 7 p l s.

Tr anc a t i pennes Gr oup は広義のアトキリゴ・i ムシ類であって, 本書は Od a -

c an t h i n i ,  Hex agon i i n l , Pen tagon i c i n i ,Masoreini, Lebi ini , Zuphi ia i ,
Dr yp t in i および B r ae h i n i n a e の7 族 l 亜科の総説である。属や種の検索表と

ともに、 各種についての詳細な記載、分布のほかに生態的知見も加えられている。いささか紹
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介がおく れ、既に同好の士はお求めのこ とと思われるが、 甲虫愛好者は是非とも 右に具えら

れることをおすすめしたい。

発行所は東京都千代田区神田錦町2 - 2 東京電機大学出版局、定価は4 ,40 0円。
( 大倉 )

A Monograph i c S tudy o f t h e Lcpt ur ine Genus P idon j a
MULSANT ( 1 86 3 ) w i t h s pec i a l r e f e r en ce t o t h e
ec o l ogi c al d i s t r i b u t i o n a nd phy 1ogene t i c a l r e l a t j o n

(Co l eop tera:Cerambyc idae) By Ma s ao Ha yas h i

大阪城南女子短期大学研究 要に報告された、全世界に産するヒメハナカミキリ属の総説

( 英文) であるが、従来混乱していた分類を自紙の立場で再検討し、過去の業績のすべてとタ

イプ標本についてこれを確認し、主として比較形態学、生態分布学的な研 方法に新しい分野

を開拓して、更に全世界のハナカミキリの族と主として昼間活動性の諸属を参照して、系統的

にまとめた論文であり、著者が先に明らかにした「分布帯論」のt部の証明を提出したものと
して注目されるo カミキリムシ愛好者は勿論、 虫に興味を持たれる同好者の一読される価値

ある文献としてすすめたい。

の々都合で、数回に分けて発行される予定で、現在第2 部まで刊行された。発表された刊

行物の性質上一般には入手が困 であるが、著者の好意により別刷形式で希望者には大変安い

価格で便宣を計ってもらえるので、直接著者宛中込まれたい。 ( 第1 ~2 報既刊2 部、 共

2 5 0円 )

申込先 5 46  大阪市東住吉区矢田住道町80 4 大阪城南女子短期大学林屋夫氏宛

第1 部 7 1 買 ( 19 6 8年)   既刊

抄録、緒言、謝辞、方法、分類、 Pi don ia属、 Mumon新亜属、 P i don i a亜属、
Insut ur a ta - 群、 Amen ta t a一器、S ign i fo r a一辞、 Amurens j s一亜群、

0h b ay as h i i一亞群、 S ign i f e ra一亜群。図版:  1 - 1 0

第2部 4 3員 ( 1969 ) 既刊

Al t ic o l l i s一辞、 Gibb i c ol l i s一群、 Lur i da一群、 Aur at a一詳、
Rut ioc t l i s一群、 0mpha l odera亜属、 Thesal Ia亜属o所属不詳の極。
分布、地理的分布。

第3 部 以下続刊

生態的分布、系統学的関連、研究史、農林業との関係、参考文献、摘要、図版。  ( 後藤)
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原色日本 l l !ll生態図 I ・ 力ミキリ a

小島幸三 ' :林匡夫共著、保育社、 A5 版、 2 95 買、原色5 6 図版、幼虫の部分図

凸版2 9図版、布クロース装丁上製本、編入、 2 , 200、 昭和4 4 年2 月 l 日発行

カ ミ キリムシだけの図説についてはかなり以前からその計画を聞いていたが、 今般生態図

の第l 輯として刊行されたo 年月をかけた労作の集大成であるとともに原色図接では定評ある
保育社からの発行であるので、その出来ばえはすばらしい。

我々 が野外でしばしl;「お目にかかる普通の構や、カミキリ展の間でも珍品とされている _を

混えた美しい生態写真 l 73 図と、 :北海道から沖總まで現在 日本で記録された720爾.の標本
写真のほかに, これまで 入木材についてきて日本各地で採集された海外種4 l 種も2 図版に

おさめられ紹介されている。

本書ではこれまでの図鑑類では知ることができなかった属名・ 僕名の語 が記されているの

で、アマチュアの虫屋にとっては益するところが大きい。ただ標本写真は全般に拡大率が低い

ので、小形種を本書によって同定することは一寸むっかしぃのでlまないだろうかo
巻末に幼虫による分海が詳細な部分図とともに解説されており、食樹一覧表も付されている

ので、採集家はもとより農林関係の実務家に解1であり、是非一読をおすすめする。 ( 後藤)

原色日本星Si生態図鑑 I 1 .  トンポ

石 国 昇 三 著

当会々 員の石田昇三氏が、その 書をかたむけられたトンポの図鑑が、このたび保育社から発

行されたoほとんどの邦産種 ( l 6 6 8亜種 ) が56 葉の原色図版に見事に再現され、 さら

に同氏が腕をふるわれた生態写真が一層の色どりをそえている。 なお、幼虫の写真も随所に見

られ、また羽化から分布までのモノクローム写真が l 6 葉付け加えられており、くわしい解説

とともに読者の目を楽しませてくれるo トンポを研究される方々 以外にもおすすめしたい図鑑

であるo昭和4 4 年6 月 l 日発行、定価2 ,200円o ( 大倉 )
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住所変更 ( 表示変 を合む )
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申告退会

認定退 会

バラエティーに i んだ 〟ね じればね" を希ってお リ

採集記録 ・ 変った採集法や整理法・ 思い出 ・ 採集地今昔

好きな採集地・ 思いつき等 原稿用紙で編 子までお寄

せ下さい。
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昭和 4 3 年度収支決算書

)日
日

3月
月

l
2年

年

3
4

4
4和

和
昭
昭

自
至

(

- 般 会 計

日本甲虫学会

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 金 額 科 目

会 費
パ ッ ク ナンバー 代
別 刷 代
原色昆虫図鑑 印税
雑 収 入
前 期 繰 越 金

3 7 5 , 0 2 0
8 6 7 7 5l

1 6 5 2 5l

8 5 , '5 0 0
2 8 6 5 9l

2 8 4 , l 4 2

印 刷 代

通 信 'ft
消 耗 品 費

大 会

幹 事 会 t-.
雑 費
次 期 繰 越 金

3 1 7 6 3 41

5 1 9 2 0l

l 3 , 9 9 5
1 0 6 0 0l

4 , 0 8 0

1 2 3 5l

4 7 7 l 5 7l

合 計 8 7 6 6 2 ll 合 計 8 7 6 , 6 2 1

特 別 会 計

(会報発行基金 )

昭和4 3. 1. 1. 前期繰越金

3. 26. 金錢信託収益金(42 年9/26~43 年3/25 )
20.  30万円貸付信託収益金(42年l l / 20~43年5/19)

6. 20.  20万円貸付信託収益金( 42年l2 /20~43年6/ 19 )
9. 26. 金 言託収益金( 43年3/26~43年9 / 25 )

l 1. 20.  30万円貸付信託収益金(43年5/20~43年l l / l9 )
!2. 20.  20万円貸付信託収益金(43年6/:20~43年12/19 )

計

503 ,348円
1 14 4l

9 2 7 0l

7  2 7 0l

3 9 1

9 2 70l

7 , 270

537 , 963

二重申告追徴税金

l 2.3 1  次期繰越金

11 -

!   l 6 2 4l

536 ,339



44.12.2 'i'

「是!ll学評Il l 」パックナンバー価構表

当会々 報のパックナンバーの価格は下記 のとおりですo
なお、  l 号または2 号の分冊売りはいたしませんからご承知下さいo

第 l ~ 4巻 全部で 2 0 0円

( ただし, 第2 巻第 l ~5 号欠 )
第 5 ~ 1 0者

第l l ~ 1 5巻

第 l 6 ~ 2 0巻

第2 1 巻以降

各卷につき

各者につき

各卷にっき

各者につさ

(第 l ~ 10巻)
総 目 録 (第l l ~ l 5巻)

(第 l 6~20者)
各

5 0 0円

6 0 0円

8 0 0円

1,0 00円

5 0円

ただし、第l ~ l 0者、第l l ~ l 5 卷、第 l 6 ~2 0卷をまとめて・こ購入の
場合は、 それぞれ総目録を無料で差上げますo

注 :   第5 巻の残部は使少です。 是非今のうちにとりそろえられるよう

おすすめします。

1 2


